
紹

・
介

第
二
十
八
霧
｝
　
第
二
號

八
照

養
せ
ら
れ
て
行
く
搬
を
撃
茎
せ
ら
れ
、
更
に
『
近
犠
支
那
租
税
上
に
於
け
る

．
物
納
ど
銭
納
」
に
於
て
は
、
支
那
史
上
に
於
け
る
納
税
物
理
の
攣
遽
を
跡
付

け
、
近
健
支
那
の
花
導
管
納
は
繭
税
法
施
行
以
後
に
於
て
は
「
銭
納
」
を
、
　
扁

條
鞭
法
實
施
以
後
に
於
て
は
「
銀
納
」
を
．
原
則
と
せ
し
に
も
係
ら
ず
、
丈
獄
上

物
納
的
記
録
の
猶
多
く
散
見
す
る
を
指
摘
、
是
等
は
實
は
、
重
農
思
想
に
基

く
保
守
的
表
現
狡
巧
に
過
ず
、
“
交
獄
的
記
録
は
と
も
か
く
實
際
に
は
「
銭

納
」
乃
至
「
銀
箭
」
が
絶
学
的
優
位
を
占
め
て
履
た
。
1
1
事
を
論
蓮
せ
ら
れ
し

も
の
で
あ
る
。
以
上
三
傭
を
通
じ
、
著
岩
が
近
世
支
那
の
紅
雨
形
態
を
一
賞

し
て
貨
幣
（
匪
交
換
）
纒
濟
の
面
よ
り
掘
下
げ
、
以
て
共
の
解
明
に
資
せ
ん
と

澱
移
し
て
屠
ら
れ
る
事
が
察
知
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捗

　
次
で
『
譜
代
の
耕
地
阻
墾
恥
に
於
て
は
、
清
初
の
原
熟
荒
魔
地
は
や
が
て
聞

も
な
く
棚
耕
し
つ
ぐ
さ
れ
、
爾
來
少
く
と
も
支
那
木
士
に
於
て
は
、
豊
漁
一

代
を
通
じ
、
邊
彊
地
域
の
開
拓
・
農
具
及
び
農
耕
方
法
の
改
良
・
不
毛
地
乃

翌
々
礫
閑
寒
地
の
利
川
が
反
復
奨
馳
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
程
、
新
た

に
閉
耕
せ
ら
る
可
き
未
耕
地
の
工
め
て
紗
か
り
し
轟
を
、
主
と
し
て
奏
錆
肪

の
統
計
を
批
判
利
川
し
つ
」
撫
論
せ
ら
れ
、
最
後
に
『
三
代
に
於
け
る
入
口
』

に
於
て
は
、
主
と
し
て
「
東
華
録
」
の
戸
口
統
計
に
準
擦
し
更
に
個
入
的
研
究

報
告
を
も
廣
く
蓼
回
し
て
近
世
就
申
溝
代
の
入
口
の
賞
相
を
推
定
せ
ら
れ
し

も
の
で
あ
る
Q
以
上
二
篇
の
申
、
前
渚
は
主
と
し
て
支
那
に
於
け
る
農
田
の

集
約
的
経
髄
を
賂
回
せ
し
要
困
と
肴
微
さ
る
寒
く
、
叉
後
者
は
そ
れ
が
線
り

に
も
過
劉
な
り
し
が
故
に
支
那
前
野
青
灯
の
護
展
に
或
種
の
制
約
的
影
響
を

憐
せ
る
も
の
と
し
て
、
何
れ
も
前
三
篇
と
共
に
直
ち
に
近
世
支
那
耽
愈
に
於

け
る
総
濟
形
態
の
本
質
究
閉
へ
の
前
節
的
條
件
た
り
得
る
も
の
で
あ
ら
ヶ
。

　
要
之
、
各
篇
何
れ
も
纏
満
史
上
に
於
け
る
本
質
的
な
問
題
を
提
示
し
て
是

が
解
剛
…
を
進
め
つ
」
、
近
世
支
那
纏
濟
・
災
の
全
般
に
漏
る
關
養
性
を
包
含
せ

し
め
、
行
業
ま
た
極
め
て
同
量
に
富
み
、
爲
め
に
域
は
聯
想
、
恣
礁
自
…
川
に

流
れ
し
や
を
捲
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
支
那
近
世
纒
濟
史
の
研
究
は

今
や
軍
に
棄
洋
史
撃
界
の
み
に
止
ら
ず
黒
垂
の
直
．
顧
し
つ
曳
あ
る
歴
史
的
現

賞
の
面
よ
り
も
強
く
要
請
せ
ら
る
㌧
所
で
あ
る
。
が
、
此
の
要
請
は
来
だ
殆

ど
浦
足
せ
し
め
ら
れ
て
は
腸
な
い
。
此
の
責
の
一
班
は
勿
論
あ
ま
り
に
も
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
に
失
し
つ
Σ
あ
っ
た
専
門
史
家
の
負
ふ
所
で
も
あ
ら
う
が
、
叉

　
ご
弱
な
ん
ら
根
木
資
料
に
準
擦
す
る
事
無
く
、
他
入
の
勢
作
の
一
一
次
的
引
川

に
加
ふ
る
に
借
規
雁
、
史
理
論
の
公
式
的
適
用
を
以
て
事
足
れ
り
と
な
せ
る
一

部
冠
愈
維
濟
學
徒
の
負
ふ
細
き
所
で
も
あ
っ
た
ら
う
。
然
る
に
本
書
に
於
て

．
斯
る
爾
濟
の
麟
は
露
に
揚
棄
せ
ら
れ
ん
と
し
、
途
に
現
下
の
要
請
を
満
足

せ
し
め
得
る
が
如
き
解
答
へ
の
聴
し
き
道
標
の
一
つ
が
打
ち
建
て
ら
れ
た
か

の
感
を
深
く
す
る
。
幸
に
著
譜
の
難
か
な
る
底
地
的
認
識
と
詰
博
な
る
叢
書

的
知
識
と
一
変
の
理
論
的
切
磋
と
を
以
て
並
等
諾
論
交
に
更
に
魍
姑
醜
美
味
な
・

る
肥
肉
を
附
加
せ
ら
れ
た
る
「
近
世
支
那
常
規
史
」
の
上
梓
の
一
日
も
速
か
な

ら
ん
事
を
大
な
る
期
待
を
以
て
待
面
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
昭
十
七
、
十
・
弘

交
堂
紀
行
・
三
二
〇
Y
（
眞
島
行
雄
）

支
那
佛
教
更
研
究
　
北
魏
篇

塚
　
本
　
警
　
乱
射

　
木
書
は
支
那
佛
教
史
の
樺
威
と
し
て
夙
に
令
名
商
き
著
者
が
、
昭
和
十
二

年
以
降
に
お
い
て
、
東
方
詳
報
、
支
那
佛
敏
史
撃
、
等
の
各
誌
に
渡
表
さ
れ

た
、
主
と
し
て
北
魏
の
佛
教
に
帯
す
る
九
篇
と
未
獲
表
の
一
篇
の
論
交
を
排
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列
・
蒐
録
さ
れ
、
適
鷺
の
補
正
を
加
へ
世
に
個
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
内
、
廻
章
の
「
魏
齋
佛
教
の
展
開
」
は
一
顧
糠
紀
の
闘
に
各
種
の
獲
達

の
庶
路
を
辿
り
、
昏
蒙
の
民
族
・
交
明
の
巾
を
通
過
し
て
支
那
に
轍
人
さ
れ

た
複
徽
の
佛
敏
が
支
郷
幾
族
の
研
究
と
實
睦
に
よ
り
支
那
交
化
の
内
へ
癖
受

さ
れ
て
ゆ
く
過
程
の
初
期
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
、
後
漢
の
瀞
仙
方
術
…
的
佛

教
、
束
春
の
格
嚢
∴
溝
野
里
教
等
の
悪
目
を
見
て
も
、
い
か
に
署
者
の
佛
教
〆

史
に
お
い
て
一
般
雁
史
事
象
、
特
に
樹
勢
的
思
椎
と
の
關
聯
が
重
観
さ
れ
て

み
る
か
が
選
れ
る
Q
こ
れ
と
姉
妹
篇
を
な
す
最
後
の
章
「
麦
那
漂
土
教
の
展

開
」
に
お
い
て
は
、
か
か
る
交
化
史
的
苦
界
の
上
に
立
っ
て
、
浄
土
教
教
理

や
信
仰
の
護
展
を
一
賞
し
た
論
旨
の
下
に
進
め
、
著
者
の
佛
教
慰
者
と
し
て

の
揺
ぎ
な
き
地
位
を
知
り
得
る
。
冶
ご
篇
は
全
巷
の
概
論
と
い
ふ
べ
く
、
叙

述
の
範
開
は
六
朝
全
騰
に
及
ん
で
み
る
が
、
そ
の
中
聞
の
入
篇
は
北
魏
佛
教

史
上
の
特
殊
問
題
に
っ
き
、
博
捜
せ
る
史
料
の
精
確
な
る
考
擦
の
上
に
立
つ

　
　
　
　
ぴ

て
縦
横
の
論
説
の
簗
を
欄
ほ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
叩

「
北
竜
建
國
時
代
の
佛
教
政
策
と
河
北
の
佛
教
」
は
丘
岡
澄
・
道
安
ら
に
よ
る

河
北
の
佛
撤
、
後
秦
の
都
長
安
の
羅
什
系
の
佛
撤
、
北
凍
歌
語
臓
埋
め
佛
敏

が
、
爾
後
し
て
太
組
・
太
宗
時
代
の
大
同
に
流
入
し
、
北
議
論
化
の
役
劇
を

果
し
た
次
第
を
…
逃
べ
ら
れ
た
も
分
、
次
の
「
北
魏
太
武
帯
の
…
銅
壷
棄
羅
」
は
、
・
．

有
名
な
こ
の
螂
件
を
佛
道
二
教
の
璽
ひ
と
い
ふ
だ
け
で
な
く
、
鮮
卑
朝
廷
に

お
け
る
漢
族
富
僚
の
進
娼
過
程
に
眺
め
ん
ど
す
る
意
國
の
下
に
、
申
心
人
物

三
一
の
象
系
を
通
じ
て
謹
謙
之
の
天
師
道
匙
の
脈
絡
を
騨
ね
た
も
の
、
「
沙
門

統
監
曜
と
そ
の
時
代
」
驚
慶
佛
の
墨
が
踊
風
一
過
し
た
後
、
獄
文
言
．
丈
明

ピ
太
贋
・
墨
黒
帝
の
時
代
曇
曜
の
雲
影
眉
窟
の
導
出
等
復
興
せ
る
佛
敏
の
姿
を

救
蓮
し
た
も
の
㍉
次
の
「
北
魏
の
惜
砥
戸
．
斎
館
戸
」
は
曇
曜
の
行
っ
た
一
事

業
と
し
て
の
寺
院
の
管
理
す
る
農
奴
及
び
そ
の
勢
働
生
蓬
物
を
瀧
會
癖
業
や

響
院
縄
螢
に
利
用
し
た
制
慶
を
詳
述
し
た
も
の
、
「
雲
母
三
則
」
は
常
盤
・
關
根

爾
名
士
の
支
那
交
化
史
蹟
第
一
輯
山
踏
の
佛
教
理
蹟
に
黙
す
る
製
版
に
附
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

ら
れ
た
解
説
巾
の
誤
謬
を
鰻
重
な
態
度
に
よ
り
指
摘
し
批
蕉
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
次
の
「
北
魏
の
佛
教
匪
」
は
支
那
匪
族
の
政
治
性
と
宗
敏
性
を
品
題
に

取
り
あ
げ
、
霜
宗
時
代
の
晴
四
教
團
「
火
粟
賊
」
を
始
め
沙
門
が
指
揮
し
た
諸

妖
臨
を
列
暴
、
そ
の
顛
末
を
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
支
那
の
在
家
佛
教

特
に
土
建
佛
敏
の
一
経
典
」
は
太
武
勲
慶
佛
の
結
果
佛
教
が
民
間
に
潜
入
し

支
那
關
有
信
仰
と
潤
合
し
揃
教
的
名
親
を
形
成
し
て
ぎ
た
と
儲
篇
に
お
い
て

橡
察
的
に
雷
及
さ
れ
た
こ
と
を
、
爾
灘
「
提
謂
営
利
継
」
の
弘
通
を
あ
之
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
確
謹
さ
れ
た
特
に
精
彩
あ
る
名
作
で
あ
る
。

「
左
門
眉
窟
に
現
れ
た
る
北
魏
佛
教
」
は
二
百
薫
十
頁
に
亙
る
長
篇
で
、
龍

門
眉
窟
の
造
像
記
を
史
料
と
し
洛
…
陽
隠
代
の
北
勢
貴
族
の
信
仰
鑑
活
を
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

に
し
、
信
仰
封
象
に
攣
懸
を
通
じ
て
翻
灘
的
佛
教
が
支
那
人
の
爲
の
佛
教
に

ま
で
展
開
し
た
と
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
簡
箪
な
紹
介
で
つ
く
さ
れ
ぬ
本
君
の

偵
値
ほ
熟
讃
し
て
の
み
都
窪
さ
れ
よ
う
。
（
昭
和
十
七
年
十
月
・
弘
文
嚢
響
房

準
行
・
菊
戴
月
本
交
帰
馬
職
四
冊
貝
∴
集
菰
野
二
八
｝
貝
・
附
圃
版
ご
九
・
附
M
囲
…
閏
。
定
槽
帆

無
配
）
曾
川
爾
志
）

　
　
　
．
ギ
リ
シ
ア
更
研
究
　
第
二
　
　
　
原
「
　
鯖
　
旧
著

　
さ
き
に
「
ギ
リ
シ
ア
史
研
究
第
こ
の
改
版
を
は
じ
め
、
「
世
界
吏
へ
の
閣

想
」
、
「
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
史
」
と
相
次
い
で
公
刊
を
み
た
原
先
生
の
蒲
作
に
、
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第
ご
十
八
巻
　
第
二
競

八
瓢


